第３部会（保健福祉）第３回部会概要

日　時　　平成１９年４月１１日（水）午後６時３０分～午後８時３０分

場　所　　市役所　第２委員会室

出席者　　山田耕一　安達陽子　瀧川正義　中原義勝　平田和弘　吹越愛子

　前田文彦　山口　忠　米澤孝雄

事務局　　宮崎企画主幹　沼田企画主査

議　題　　１．各委員が考えている疑問・課題などについて

　　　　　２．その他

１．各委員の自己紹介

２．各委員が考えている疑問・課題などについて
　・障害者自立支援法ができ、障がい者と接する機会が増える。精神障がい者が弱い立場にあることを理解していただきたい。

　・敬老会のあり方は１，０００円／人を町内会単位に助成するだけでよいのか。広報についても分かりやすいものを作るべき。福祉施設の概要をまとめたガイドブック的なものを作るべき。町内会での福祉活動の在り方について検討。身体障がい者への市民対応について啓発すべき。ボランティア活動時の事故発生時への対応についてどうあるべきか。行政と社会福祉協議会の在り方について考えるべき。

　・この部会の役割・問題のまとめ方をどうやっていくのか。テーマを決めて大きな問題から検討していってはどうか。

　・疑問や課題を一つに絞るのは難しい。みんなが話したいことを吸い上げその中からピックアップすべき。家族介護者への慰労金の支払いについて具体的にお聞きしたい。また、敬老会に出席した人としなかった人で記念品等の差がでている。差が出ないようにするためには。敬老会補助金について説明を受けたい。

　・国保と介護の保険料はどういう方法で算出されているのかお聞きしたい。福祉医療で７０歳から７４歳の自己負担額が今年の４月から増額になると聞いていたがどうなっているのかお聞きしたい。

　・社会福祉協議会で作成した「きずな」には「食」に関するものが載っていない。
　・第３部会は市の福祉に関する問題点を市に提言していくの我目的だと思う。今は勉強会の段階。

・市の助成金について、行政はどういう意味で助成しているのか明確にすべき。
　・精神障がい者へのバス等の助成制度を設けるべき。
　・月とらいおんへ市は支援すべき。

２．その他（次回のテーマ等について）

　　・敬老会補助金及び家族介護慰労金、国民健康保険税・介護保険料の算定方法、７０歳から７４歳の自己負担額の増額について、担当グループの説明を受けるほか、データとして敬老会補助金実績データ及び市の補助金の一覧を提出。
　　・次回開催日　平成１９年５月９日（水）１８時３０分～　第３委員会室

